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平成26年度

ほっかいどうチャレンジテスト
★先生方へ～解答欄の ～ は、問題結果登録の設問番号に対応しています。

次の方程式を解きましょう。
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x －１
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１５ x ＋１０＝２ x ＋１０ ３ x －(x －１)＝１５
１５ x －２ x ＝１０－１０ ３ x － x ＋１＝１５

１３ x ＝０ ２ x ＝１４
x ＝０ x ＝７

次のアからオまでの中に、 y が x の関数であるものがあります。
正しいものを選びましょう。

ア 生徒数が x 人の学校の校庭の面積 y ｍ２

イ 底面積が x ㎝２の直方体の体積 y ㎝３

ウ 身長が x ㎝の人の体重 y ㎏
エ 自然数 x の倍数 y
オ 整数 x の絶対値 y

底辺が x ㎝、高さが y ㎝の三角形の面積が１６㎝２です。
y を x の式で表しましょう。

x × y ÷２＝１６

x y
＝１６

２
x y ＝３２

y ＝３２
x
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x ＝０ x ＝７

２

３

両辺を１０倍

して係数を整数

にすることがで

きます。

両辺を３倍して係数

を整数にします。その

とき、分子が多項式の

分数の項は、かっこを

もどした途中の式をか

くことが大切です。

かっこを含む

方程式は、かっ

こをはずしてか

ら計算します。

等式の性質③「等式の両

辺に同じ数をかけても、等

式は成り立つ」を利用して

両辺を「－４倍」します。

２

オ

ある整数を決めると、その絶対値

はただ１つ決まります。

y ＝ ３２
x

８

７

４

５ ６

３

※次のページにも、問題があります。
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次の問いに答えましょう。

（１）下の図において、点Ｐ、点Ｑの座標を書きましょう。

（２）y は x に比例し、x ＝３のとき y ＝９です。y を x の式で表しましょう。

y は x に比例するから、比例定数を aとすると
y ＝ a x と表すことができる。
x ＝３のとき y ＝９であることから、これを代入すると、
９＝ a ×３
a＝３
したがって、求める式は、y ＝３ x

次の比例のグラフを書きましょう。

３
（１）y ＝２ x （２）y ＝－

４
x

Ａさんは、８０円切手と５０円切手を合わせて１５枚買い、代金がちょう
ど１０００円になるようにしようと考え、下のような式を作りました。

Ａさんは何を x として式を作りましたか。

y ＝３ x

Ｐ

点Ｐ（－３，４）
９

10

11

４

５

８０(１５－ x)＋５０ x ＝１０００

５０円切手の枚数

13

８０円切手の枚数を 枚とすると、８０ ＋５０（１５－ ）＝

１０００となります。

６

Q

点Ｑ（３，０）

14

x x x

※次のページにも、問題があります。
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下の図の曲線は、反比例のグラフを表しています。このグラフについて、x
と y の関係を示した表が、下のアからエまでの中にあります。正しいものを
１つ選びましょう。

ア x … －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ …
y … －２ －３ －６ ６ ３ ２ …

イ x … －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ …
y … －２ －４ －６ ６ ４ ２ …

ウ x … －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ …
y …－１.５ －３ －６ ６ ３ １.５ …

エ x … －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ …
y … ２ ３ ６ －６ －３ －２ …

連続する３つの自然数の和は、文字 n を使って次のように表すことができま
す。

n ＋(n ＋１)＋(n ＋２)

このとき、文字 nが表すものを下のアからエまでの中から１つ選びましょう。

ア 連続する３つの自然数のうち、最も大きい自然数
イ 連続する３つの自然数のうち、中央の自然数
ウ 連続する３つの自然数のうち、最も小さい自然数
エ 連続する３つの自然数の平均

ア

７

８

ウ

15

16

※次のページにも、問題があります。
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Ｂさんは、分数のある方程式を下のように解きました。
次の問いに答えましょう。

（１）②は①の式の両辺を何倍したものと考えられますか。

（２）Ｂさんの解いた計算過程を見て、Ｃさんは次のように言いました。
文を読んで、アとイに当てはまる語句や数字を答えましょう。

Ｃさん

（３）Ｃさんの考えを使って方程式を解きましょう。
このとき、Ｃさんの考え方が分かるような計算過程を書きましょう。

私なら、①の式を（ ア ）倍するよ。なぜ
なら、（ ア ） 倍した方が、②の式で x の係
数や数の項が簡単な数になって計算が簡単だか
らさ。くわしく言うと、分数の方程式では分数
の分母の（ イ ）を両辺にかけるといいよ。
この場合、２と３と６の（ イ ）だね。さあ、
Ａさんも簡単な方法でやってみてごらん。

１
－

５
x＝

１
－２ x …①３ ６ ２

８－２０ x＝１２－４８ x …②
－２０ x ＋４８ x ＝１２－８

２８ x ＝４

x ＝
１
７

２４倍
17

ア ６ イ 最小公倍数
18 19

１
－

５
x ＝

１
－２ x

３ ６ ２

６×(
１

－
５

x )＝６×(
１

－２ x)
３ ６ ２
２－５ x ＝３－１２ x

－５ x ＋１２ x ＝３－２
７ x ＝１

x ＝
１
７

20

９

Bさんは最初の式の両辺を２４倍して計算しています。１行目

と２行目を比較し、どのような計算をしているかを考えること

が大切です。

２０問中


